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1．背景および目的 

研究対象地区である一関市川崎町門崎地区には，近年，全国的に生息数が激減している

メダカが多数生息している．本地区水田における県営の圃場整備事業計画にあたっては，

本種の生息の存続を可能とすることが目標とされ，岩手大学が計画立案に協力し，平成 20

年度には 2 工区（清水沖工区，小白・千妻工区）が完了した．そこで本研究では，圃場整

備後の 2 工区の水田および水路において，本種の生息が可能となるように工夫した様々な

配慮施設（Tab.1）が本種の行動，生態に正当に機能しているかの評価を目的として，本種

の移動・分散について調査を行なった．  

2．調査方法 

（1）標識放流調査 

圃場整備後の水田および水路において本種

の移動・分散を把握するため，メダカ水路に

標識個体を放流した．標識には 4色の蛍光色

素を用い，皮下注射を施した．4 ヶ所の放流

地点ごとに色分けし（上流から緑，黄色，ピンク，オ

レンジ），2008年 5月 11日に合計 555尾を清水沖工区

に放流した（Fig.1）． 

（2）メダカ水路内における移動・分散 

 放流後水田に遡上するまでの期間，メダカ水路内に

おける本種の移動・分散を把握するため，5月 16日～

21日にメダカ水路内 9地点（No.1~9）において本種の

標識再捕調査を行なった（Fig.1）．1 地点は 10m 区間

とし，採捕にはサデ網とタモ網を用いた． 

（3）水田遡上調査 

メダカ水路から水田へ遡上するかを把握するため，

往来工を設置している 72・74・75・76の 4つの水田におい

て 6月 2日～18日に水田遡上調査を行なった(Fig.1)． 
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Fig.1 調査地（清水沖工区）の概要
Outline of study area (Shimizuoki)

施設 特徴

メダカ水路
水路内での生息・越冬を目的とした営農には関係しないメダカ専用の
土水路．湧水から取水することで非灌漑期にも水を確保している．

往来工
メダカ水路と水田間のメダカの往来を可能とするための移動路．水田
への遡上が可能な全水田に設置した．必要に応じて水田側に設置し
たゲートが開閉できる．

堰上げ施設
往来工を通じてメダカを水田に遡上または降下させる際にメダカ水路
の水位を調整するための堰板を含む施設．

Tab.1　メダカの生息に対する配慮施設の特徴
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自家製のもんどりを往来工に仕掛け，遡上個体を採捕した．  

(4) メダカ水路内における越冬分布調査 

 水田から排水路に降下した個体を再びメダカ水路に戻

し，越冬期の 12月 21日にメダカ水路および下流排水路に

25 ヶ所にトラップ（自家製ペットボトルもんどり）を仕

掛け，4時間後に回収し採捕数を計数した． 

4．結果および考察 

 メダカ水路の各採捕地点における各標識個体の採捕個

体数を Fig.2に示した．すべての採捕地点において各放流

地点の各標識色が採捕された．このことから，水田に遡

上する前の本種は放流地点にかかわらず，水路内を上流

または下流に自由に移動・分散することが明らかとなっ

た．また，採捕数は各採捕地点で異なり，採捕数が多か

った地点は隠れられる蓋付きマス(コンクリート製)や水

深が深い場所であったことから，水深が深く，隠れ場所

がある地点に多く集まる習性があることが考えられた． 

 メダカ水路で最も採捕数が多かった蓋付きマスにおけ

る朝 6時から夕方 6時までの 3時間ごとの採捕数を Fig.3に示した．朝 6時および夕方 6

時は 95％以上の個体が蓋付きマスで採捕されているのに対し，9 時から 15 時までの日中

は 70％以上の個体がメダカ水路で採捕された．本種は昼行性であるため（寺尾 1985），日

中は採食のために水路を利用し，夜間は休息のために身を隠せる蓋付きマスを利用するこ

とが考えられた．このように，本種は昼夜で生息場所間を移動することが明らかとなった． 

 往来工が設置された各水田におけるメダカ水路からの遡上個体数を Fig.4に示した．遡上

数は各水田で大きく異なり，総遡上個体数の約 64％が 74 水田に遡上し，続いて 75 水田

（22％），76 水田（14％）であった． 水田遡上数は，メダカ水路内の採捕地点と往来工に

おける採捕数および位置には関係性があることが示唆された．実際，74 水田はメダカ水路

内で最も採捕個体数が多かった蓋付きマスに隣接している．このことから，本種は水路内

で多数の個体が集中する近くの水田に多く遡上する傾向があることが考えられた．したが

って，各水田への遡上数の偏りを少なくするためには，各往来工の付近に本種が集まりや

すい深みや隠れ場所を設置することが有効であることが推察された． 

 越冬期における分布調査では，マスと合流マスで全体の 73％が採捕された．水の流れが

少なく，水深の深い場所で越冬しており，石川・東（2005）を支持する結果となった． 
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Fig.2 メダカ水路の採捕地点における標識個体の採捕数
Number of color marked fishes captured at each capture point
in the Medaka’s canal

Number of fishes captured every three hours in the Medaka’s
Fig.3 3時間毎のメダカ水路における採捕数

Fig.4 各水田における遡上個体数
Number of upstream migrating individuals of fishes into each
paddy field


